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学位論文の内容の要旨 














討する資料となり得るものである．                          
また，唾液分泌量の減少や精神的な感覚である口渇の主な原因として服薬が挙げられ，
特に，抗うつ剤や降圧剤には唾液分泌を抑制するものがあり，加齢につれ投薬を受ける患
者の増加や口渇の自覚症状との関連が注目される．                   
本研究は，基本チエックリストで採用されるうつの所見に関する二者択一による設問の
処理法，口渇の処理法の妥当性を検証し，うつと口渇の関連を分析するとともに服薬との
関連性を明らかにし，介護保険事業の基礎資料を得ることを目的とした．         
 
 研究方法   
 道内二市の介護保険制度第一号および第二号被保険者のうち 40歳以上 80歳未満の男女
在宅住民の中から住民基本台帳より無作為抽出した 10 歳年齢区分ごとに男女各 200 人，
総数 1600 人を調査対象とした．                            





こ 2 週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる」「（ここ 2 週間）わ
けもなく疲れたような感じがする」とし，回答は，はい，いいえから二者択一とした．   
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うつ所見の処理方法は，質問 4 項目中，はいが選択される個数 0，1，2，3，4 個のそれ
ぞれにつきｎCｒにて組み合わせ数を求め、その総数に対する組み合わせ数の比から発生
確率を直接算出した．例えば、はいが 0 個の場合，あるいは 4 個の場合，p=0.063 となる．
確率水準として p=0.1 を適用し，はいが 4 個をうつあり，1～3 個をうつ不定，0 個をうつ
なしとする，3 区分とした．                           
口渇の処理方法は，口乾と口渇をクロス集計し，口乾はいと口渇はいを口渇あり，口乾
はいと口渇いいえおよび口乾いいえと口渇はいを口渇不定，口乾いいえと口渇いいえを口
渇なしの３区分に再編した．                              
以上の加工を経てそれぞれの項目をクロス集計し，χ二乗検定の有意確率を p=0.05 とし
た．データ分析は，統計パッケージ IBM SPSS Statistics 22.0 を用いて行った．       
 
研究成績 
 調査票回収状況．回収状況は，郵送数 1600 に対し回答数は 657 で，回収率 41%であっ
た．男女総数の年齢区分別回収率は，40 歳代 100 人(25%)，50 歳代 144 人(36%)，60 歳
代 197 人(49%)，70 歳代 216 人(54%)であった．以後，欠測値のあった 70 歳代の女性 3
名を除外した．                                                                   
 年齢区分，性，服薬別口渇の割合は，総数で口渇あり 117 人(17%)，口渇不定 86 人(13%)，
口渇なし 455 人(70%)であった．口渇ありは 40 歳代の 18 人(3%)が最小で 60 歳代の 37 人
(6%)が最大であった．口渇なしは 40 歳代の 69 人(11%)が最小で 70 歳代の 148 人(23%)
が最大であった．性別の口渇の割合は，口渇ありは男性が 50 人(8%)で，女性が 63 人(10%)，
口渇なしは男性が 220 人(34%)で女性が 235 人(36%)を占めた．また，服薬の内訳は，服
薬ありが総数の 392 人(60%)，服薬なしは 262 人(40%)であった．口渇ありの服薬ありは
74 人(11%)，服薬なしは 39 人(6%)，口渇なしの服薬ありは 263 人(40%)，服薬なしは
192(29%)となり，服薬と口渇との有意な関連を認めなかった．                           
年齢区分，性，服薬別別うつ所見の割合は，総数でうつあり 23 人(4%)，うつ不定 213
人(33%)，うつなし 418 人(64%)であった．うつありは各年代で 1%であったが，うつなし
は 40 歳代で 69 人(11%)と最小で，60 歳代と 70 歳代で各 126 人(19%)が最大であった．
また，性別うつ所見でうつありは男 10 人、女 13 人ともに 2%であったが，うつなしは男
性 190 人(29%)に対して女性 228 人(35%)と女性の方が高率を示した．一方，服薬別うつ
所見は，服薬ありのうつありは 21 人(3%)，うつなし 223 人(34%)に対し，服薬なしのうつ
ありは 2 人(0%)，うつなし 195 人(30%)が得られ，服薬ありにうつありが高率となる有意
な関連（p<0.01）を認めた．                                
性別・口渇別・うつ所見の割合は、総数でうつありで口渇ありは 13 人(2%)，口渇なし 6
人(1%)に対して，うつなしの口渇ありは 47 人(7%)，口渇なし 323 人(49%)で，統計的に
有意な関連（p<0.001）を認めた．男性では，うつありの口渇あり 6 人(1%)，なし 2 人(0%)
に対して，うつなしの口渇あり 19 人(3%)，口渇なし 154 人(24%)で，統計的に有意な関連
（p<0.001）を認めた．女性では，うつありの口渇あり 7 人(1%)，なし 4 人（1%）に対し
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て，うつなしの口渇あり 28 人(4%)，口渇なし 169 人(26%)で，統計的に有意な関連
（p<0.001）を認めた．以上のことから，うつありに口渇ありが多く，うつなしに口渇な
しが多い逆相関の関連性のあることが示された．                  
服薬別・口渇別・うつ所見の割合は、服薬と口渇とうつとの関連を服薬ありについてみ
ると，うつありの口渇あり 11 人(2%)，口渇なし 6 人(1%)に対して，うつなしの口渇あり
24 人(4%)，口渇なし 172 人(26%)で，統計的に有意な関連（p<0.001）を認めた．服薬な
しでは，うつありの口渇あり 2 人(0%)，口渇なし 0 人(0%)に対して，うつなしの口渇あり
23 人(4%)，口渇なし 151 人(23%)で，統計的に有意な関連（p<0.001）を認めた．以上の
ことから，服薬により，うつありに口渇ありが多く，うつなしに口渇なしが多い逆相関の
関連性のあることが示された．                                           
 
考察 
 介護保険制度の一環として 65 歳以上を対象に，特定高齢者を把握し介護予防が推進さ
れるが，介護保険の対象は介護保険料負担が発生する 40 歳以上であり，本研究では，65
歳以上の高齢者に限定することなく 40 歳以上 80 歳未満の地域住民を対象として，うつと
口渇の縦断的実態を把握することができた．                      
結果から,回答者の性別には差を認めなかったが,男性の年齢構成は40 代が50代から70
代に比べ有意に少なく（0.0012<p<0.0002），女性では 40 代，50 代が 60 代，70 代に比べ
有意に少なかったことから（0.01<p<0.002），男女とも高年齢群に偏った分布であった． 
口渇は高齢者に一般的にみられる口腔症状とされてきたが，本研究では，年齢差，性差
を認めなかった．わが国の 65 歳以上の地域住民 3 人に 1 人が口渇を訴えるが，実際に唾
液流出の減少を認めるのは 10 人に 1 人であったとの報告を参照し，本研究の対象者中，
器質的に唾液流出量が減少していた者は 70 歳代に限らず全ての年齢で少なかったと推察






























と口渇の 2 問としたものである．これに，直接確率を適用すると，2 問とも「なし」の回
答，あるいは 2 問とも「あり」の回答の生起確率は，それぞれ 0.25 であり，本研究で採
用した直接確率の有意水準 0.1 を超えることから，直接確率による分析を採用せず，2 問
をクロス集計し，3 区分に編成したものである．この 3 区分は総数にて母比率不等検定で，
口渇なしが，口渇あり，口渇不定のそれぞれに比べ，有意に多いことを確認した．     
本研究から，口渇とうつ所見に有意な関連を認め，そして服薬のあり，なしそれぞれに
も有意な関連を認めた．そして簡便なうつ分析法の有用性を示し，うつに係る二次予防対









多い実態を把握できた．                                              
さらに，二者択一の設問に、直接確率法を適用したうつ区分の分析から、直接確率法の
簡便性と有用性を確認できた。                            
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